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令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 地域３あい事業 担当部
健康生きがい

支え合い推進部

事業期間 平成１７年度 ～ 令和６年度以降 担当課 文化・スポーツ課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

20
展開
方向

2 担当係 事業推進係

目 2 大 5 中 1予算区分 一般会計 款 10 項 5

対象
（何･誰を対象

に）

地域で生涯学習を実践する市民

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

●令和3年度の実施内容
地域3あい事業費補助金交付要綱に基づき、地域で学びあいを実践する
市民を対象に、地区の集会所を拠点とし、地域の人々(子どもから高齢者
まで)が学びあいやふれあい活動を通して、地域ぐるみで子育てに関わり、
お年寄りを支える「ふれあい・学びあい・支えあい」の地域づくりを行うこと
を目的に補助金を交付した。

●直接経費（令和3年度）
　負担金、補助及び交付金　3,481千円
   補助件数：43地区
　
●直接経費（令和4年度）
　負担金、補助及び交付金　11,400千円
　 補助件数：67地区
　

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

教育振興基本計画
社会教育関係団体補助金交付要綱

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

地域の人々が学びあいや、ふれあい活動を通して、地域ぐるみで子育てに
関わり、お年寄りを支える「ふれあい・学びあい・支えあい」の地域づくりを
目指すもの。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 － － －

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 11,045 10,598 2,927 3,481

計（A） 11,045 10,598 2,927 3,481

－

その他 － － － －

予算額 12,310 11,910 11,410 11,410 11,400

対前年比 ― △ 4 △ 72 18

その他職員（時給×時間）

正規職員（平均賃金） 2,246 2,246 2,246 2,246

正規職員 0.3 0.3 0.3 0.3

その他職員

事業費合計（C＝A＋B） 13,291 12,844 5,173 5,727

計（B） 2,246 2,246 2,246 2,246

人
件
費
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（３）業績

単位

1 ％

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 20 展開方向 2

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4
生涯学習の支援や指導に
関わった市民の割合 ↗ 7.7 6.4 6.1 5.6

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

69,595 16,607 19,345

R4

成
果
指
標

事業への延べ参加者数 人
80,000 80,000 80,000 80,000 80,000

81,626

活
動
指
標

補助を行った地区数 区
70 70 70 67 67

65 62 42 43

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 81626 69,595 16,607 19,345

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 162 184 311 296

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

令和３年度は、新型コロナの影響により申請件数が低調であったため、成果指
標である事業への延べ参加者数も例年より少ない結果となった。
新型コロナの影響により、これまで培った地域のつながりが薄れていく懸念があ
り、この事業を継続していく意義は大きい。
コロナ禍での事業の実施方法について、技術的な相談等に対応していく必要が
ある。

今後の実
施内容

引き続き、地域3あい事業として適切な事業が実施されるように指導、助言を行
う。
地域の学びあいを通して、地域のつながりづくりに貢献しており、当該事業の規
模を維持し継続して実施していく。
新型コロナの感染状況の動向が不透明であるが、事業への参加要件等を緩和
し、活動しやすい環境を整備していく。

事務事業評
価による額
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